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奥村氏（元支部長）・増井氏（前支部長）は相談役に 
新型コロナが５類相当に移行されて、地域や学校においては、夏祭りや学校祭といったイベントがこ

れまでの規制から少し緩和されて開催できるようになってまいりました。このような状況から、８月１

９日（土）、ＪＲ札幌駅近くの「海鮮個室居酒屋 伊まり」において、令和 5 年度の北海道支部総会を「対

面」で開催いたしました。実に４年ぶりのことです。 

本総会では、令和４年度事業報告・決算報告及び令和５年度事業計画・予算案が審議され、全て承認い

ただきました。また、１０年以上にわたって支部長を務めていただきました増井義昭氏(３９期)から支部

長退任の意向が示されことに伴い、役員改選を行いました。支部長を歴任された奥村・増井の両氏をはじ

め出席者からご発言をいただいた他、ハガキに適任者の推薦文を書いて返信いただくなど、充実した意

見交換ができました。その結果、これまで副支部長を務

めていただきました佐賀敦司氏(４９期)を新支部長に選

出し、承認されました。新支部長のもと、ますます活発

な支部活動をと考えておりますので、ご協力とご参加に

ついて何卒よろしくお願い申し上げます。また、支部長

を退任される増井氏から、会費並びに高額のご支援を賜

りましたことをご報告いたします。ありがとうございま

す。 

皆様、今年度もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

【支部総会参加者（敬称略）】 

奥村 悠二郎（36 期・札幌市）増井 義昭（39 期・札幌市）不動 和則（43 期・恵庭市）佐賀 敦

司（49 期・札幌市）菅原 淳（54 期・小樽市）若松 顕仁（56 期・清里町）吉川 肇（59 期・函館

市）吉川 真理絵（60 期・函館市）永田 哲之（65 期・苫小牧市）佐々木 伸（74 期・千歳市） 

 

北海道支部役員一覧 
 今年度の支部総会において、役員改選が行われました。どうぞよろしくお願いします。 

支 部 長 ： 佐賀 敦司（49 期） 

相 談 役 ： 山﨑 郁紀（36 期）、奥村 悠二郎（36 期）、増井 義昭（36 期） 

副 支 部 長 ： 若松 顕仁（56 期） 

事 務 局 長 ： 若松 顕仁（56 期） 

監 査 委 員 ： 岡野 誠一郎（45 期）、永田 哲之（65 期） 

事務局次長 ： 富永 貴之（65 期） 

事 務 局 員 ： 佐々木 伸（74 期） 

道南分会 分会長 ： 吉川 肇（59 期）  幹 事 ： 吉川 真理絵（60 期） 

道東分会 分会長 ： 澤向 崇（39 期）  幹 事 ： 五十嵐 猛（56 期） 

道北分会 分会長 ： 吉野 泰正（55 期） 幹 事 ： 松林 豪（59 期） 

 

 

 令和５年８月「松苓会北海道支部総会」にて支部長に就任いたしました佐賀 敦司（さが あつし・

文４９期）です。よろしくお願いいたします。 

 出身地は函館市です。本学卒業後、道内の公立高校（富川→函館北→旭川北→札幌東→豊浦→岩見沢

農業→静内農業→当別→札幌拓北）と勤務し、定年前に早期退職しました。現在、札幌市内および近郊

でアパート経営に携わっております。 

 増井義昭前支部長から引き継いだ課題といたしましては、 

①総会・新年会のより一層の充実 

②郵送以外のＥメール等による通信・広報手段の導入（希望者には郵送を残します） 

等です。 

 今回、新年会にあわせて札幌市在住の歌人・山田 航（やまだ わたる）氏による講演会を企画いた

しました。講演内容は「短歌と高校生」と伺っております。 

 松苓会北海道支部会員の皆さま、多数のご参加を心より願っております。 

新企画！北海道支部新年会(講演会・懇親会)のご案内 
新型コロナが５類相当に移行されて、これまでの規制から少し緩和されてさまざまなイベントが開催

できるようになってまいりました。これにより、来年１月１１日（木）から開催される「北海道高等学

校教育研究会」も４年ぶりに「対面」にて開催される予定です。 

つきましては、８月の支部総会に続き、新年会も開催するべく準備を進めているところです。今回

は、初の試みとして次のとおり講演会を企画いたします。多くの皆様のご参加をお待ちしています！ 

▼と き 令和６年１月１２日（金） 

     １８：００～１９：００  講演会 

     １９：００～２１：００  懇親会 

▼ところ ネストホテル札幌駅前 

札幌市中央区北 2 条西 2 丁目９ 電話０１１－２２２－６６１１ 

 ▼講 師 山 田   航 氏（歌人・札幌市在住） 

 ▼テーマ 「短歌と高校生」 

▼会 費 お一人様５，０００円（当日会場にて申し受けます） 

▼出 欠 令和５年１２月２７日（水）までに同封のハガキにて、お知らせくださ

い。締切までの期間が短くて申し訳ありません。 



当支部は、会員の会費と本部からの運営補助をいただいた上で、支部運営をしているところです。こ

こ数年は会費収入が微増しております。これは、皆さまのご理解とご協力のおかげです。本当にありが

とうございます。これまで、コロナ感染拡大防止による支部事業の中止等がありましたが、新型コロナ

の５類相当移行に伴い、コロナ禍以前の支部活動・運営を徐々にではありますが取り戻していければと

考えております。引き続き、支部の状況・趣旨をご理解いただき、会費納入に特段のご協力をいただき

ますよう、よろしくお願い申し上げます。 

〔会費などの振り込みについて〕※年会費は 3,000 円、終身会費は 15,000 円です。 

 ・「ゆうちょ銀行」から「ゆうちょ銀行」へ振り込む場合 

  （記号）19010 （番号）45190341 （名前）トミナガ タカユキ 

・「他金融機関」から「ゆうちょ銀行」へ振り込む場合 

  （店名）九〇八 （店番）908 （預金種目）普通預金 （口座番号）4519034 

 

【年会費・通信費カンパの状況】令和 5 年８月～１２月 

○終身会費（15,000 円） 赤津 博久（54 期） 

○一般年会費（3,000 円） 

増井 義昭（39 期・３年分） 菅野 敦子（51 期） 若林 一（52 期） 若松 顕仁（56 期） 

永田 哲之（65 期） 佐々木 伸（74 期） 

○通信費カンパ 

増井 義昭（39 期） 若松 顕仁（56 期） 

 

【大学トピックス】 

松苓会本部会長に平野光治氏（40 期）が就任 
 「二松學舍松苓会報」(第７０号)によりますと、「第２８回松苓会定期総会」

が令和５年６月１０日に開催。総会では廣田克己会長の任期満了に伴う後任人

事で、前神奈川県支部長の平野 光治（ひらの みつはる）氏【写真】が選出さ

れました。なお、詳細は同会報をご覧いただければ幸いです。 

 

 

 訃 報 ここに謹んで哀悼の意を表し、心よりご冥福をお祈り申し上げます。 

元学長・名誉教授 雨 海 博 洋 氏（専１９）令和５年６月１０日逝去 享年９９ 

文学部教授。専門は中古文学研究。平成５年４月から９年３月まで学長を務められました。当会にお

いては、平成６年の父母懇談会で来道いただいた際に歓迎会を開催しました。 

 

 

 

 

項　　目 予　　算 決　　算 増　△減 項　　目 予　　算 決　　算 増　△減

前年度繰越金 261,169円 261,169円 0円 通 信 費 60,000円 56,029円 △3,971円

本 部 助 成 金 100,000円 49,946円 △50,054円 振 込 負 担 金 1,000円   210円 △790円

会　　　　　　費 60,000円 24,000円 △36,000円 幹事会開催費 20,000円      0円 △20,000円

分 会 育 成 費 200,000円 3,150円 △196,850円

寄　　　　　　付 10,000円  14,000円 4,000円

雑 費 40,000円 6,510円 △33,490円

雑　　収　　 入 1円 2円 1円

予 備 費 110,170円 0円 △110,170円

次 年 度 繰 越金 0円 283,218円 283,218円

合　　　　　計 431,170円 349,117円 △82,053円 合 計 431,170円 349,117円 △82,053円

封筒代、ラベルシール代

松苓会北海道支部　会計監事　　　　永　田　哲　之

上記の通り、令和３年度決算報告をいたします。
令和５年７月３１日 松苓会北海道支部　事務局長　　　　若　松　顕　仁

上記決算報告書について、関係帳簿等により監査の結果、適正な処理をされているものと認めます。

令和５年７月３１日 松苓会北海道支部　会計監事　　　　岡　野　誠一郎

令和４年度　　　松苓会北海道支部　決算書

通信費(2名)

収入の部 支出の部

終身会員　15,000円　 ０名　

一般会員 　 3,000円　8名　 ハガキ代（道東分会総会中止のお
知らせ）

項 目 項 目

前 年 度 繰 越 金 通 信 費

本 部 助 成 金 振 込 負 担 金

会 費 幹 事 会 開 催 費

寄 付 金 分 会 育 成 費

雑　　　　収　　　　入 1円 雑 費
(利子等)

予 備 費

収 入 合 計 支 出 合 計

令和５年度　松苓会北海道支部　予算案

収  入  の  部 支  出  の  部

金　　額 金　　額

　・総会案内状等）

100,000円 1,000円

283,218円 60,000円
（会報２回・幹事会招集等２回

10,000円 200,000円
（通信費カンパ等） （1分会20,000円及び役員参加費助成）

60,000円 20,000円
（3,000円×20名） （10名×1回×2,000円）

453,219円 453,219円

40,000円
（総会・新年会支部助成及び慶弔費）

132,219円


